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地域活動やボランティア活動を支援する交流拠点 旭区市民活動支援センター

お問合せ：旭区市民活動支援センター「みなくる」
TEL045-382-1000 FAX045-382-1005 みなくる

ホームページ

旭区マスコットキャラクター
「あさひくん」

旭区でイキイキと活躍する

「地域人(ちいきびと)」を紹介します。

みなくるだよりは地区センター、地域ケアプラザ、コミュニティハウス、図書館や旭区内の駅のPRボックスで配布中

あさひの地域人（ちいきびと）第10回はＴｅａｍ Ｂｌｏｏｍのお二人です

「４０年前の若葉台は、子どもの姿も
多く見られ、商店街を中心として活気
に溢れた街でした。」と話し始めた上田
さん。当時の賑わいに比べて人通りが
少なくなった静けさが寂しくて、どうに
かしたいと思っていたそうです。
そんなとき若葉台についての意見交換
会があり、そこに参加しました。

以前、【オフィス＆ダイニング春】という
場所があり、上田さんはイベント講師とし
てベビーマッサージや絵の具の教室等で
子育て支援の活動をしていました。しかし、
その場所が閉店となって自分の活動がで
きなくなってしまい、どうしようかと落ち込
んでいたところ、その集まり（若葉台につ
ての意見交換会）の話を耳にし、参加して
みようと思いました。そこで阿左美さんと
出会い、今では一番の仲の良い友人に
なっています。今の若葉台のためにどうし
たらよいかと模索した中で、商店街を盛
り上げるには、まず人が集まり笑顔が生
まれる場所を作ろう！とフリマのイベント
開催をすることになり、そこからＴｅａｍ
Ｂｌｏｏｍの活動が始まりました。

活動初期はなかなか地域の方々の信
用を得ることができず、企画をプレゼンし
ても通らない試練が続きました。一年ほ
どかけてだんだんと理解してくださる
方々が増え、若葉台の商店街を歩いてい
ると声をかけてもらえるようになりました。

先日開催したイベントはフリマ等の
出店希望者を募り、念願のキッチン
カーを呼ぶという企画をクリアし、お
天気にも味方され大成功に終わりま
した。地域の方々にも「開催おめでと
う」と声をかけられ「ありがとうござい
ます！」といった微笑ましいやりとりも
ありました。

Ｔｅａｍ Ｂｌｏｏｍの魅力は何と言っ
ても阿左美さんがメンバーでもある宅
和さんと共に日々チームで担当してい
るインスタです。阿左美さんは初心者
なのでまだまだ…と謙遜されています
が、拝見してみると動画はもちろんの
こと、他にもいろいろと勉強された成
果が伺われ、今後の投稿も楽しみで
す。この１年ちょっとの間にイベントを
こなしてきて、いろいろなノウハウが身
に付いたので、若い世代にも伝えて行
きたいし、新しい自分の居場所を大事
にしていきたいと笑顔で話していまし
た。

あさひの地域人（ちいきびと）に聞く Vol.10

上田よう子さん
うえだ

4月 今年こそ
片づけたい人集まれ

6月 夏の食養生
～ゆるっと未病ケア～

8月 世界に一つだけの
エシカルリップグロスづくり

7月 人と人がつながる
カフェってどんなところ？

これからの予定は
裏面を見てね

まちの楽校
たくさんの方が来校しました

5月 日本の伝統食、
発酵食品を学ぶ

あさみ なおこ

阿左美直子さん

チーム ブルーム

「Ｔｅａｍ Ｂｌｏｏｍ」



旭ピクルス ～ピックルボールで広がる人の輪～

★★★今回はあさひのつながり応援補助金交付団体の取材に旭区区民ライターさんが協力してくださいました★★★

今後の予定

11/25（火） 冬の食養生

12/23（火） 人生を豊かに

 令和8年

 1/27（火) 参加者交流会

 2/24（火) 春の食養生

各日18：30～20：00

「まちの楽校」 あさひのつながり応援補助金

旭区地域活動団体の紹介
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申請は12/19締め切りとなっています。

■旭区内で活動する２人以上のグループ

■概ね１年以内に開始した活動または

 令和8年1月までに開始する活動

■だれでも参加できる地域に開かれた活動

■申請書提出前に対面でのヒアリングが必須

リーフレットが
新しくなりました

活動を始めるあなたを応援します！

あさひ魅力発信サイト

ホームページ

みんな
見てね！

旭区 補助金

また「旭ピクルス」は、旭区の「あさひ

のつながり応援補助金」交付団体とし

て地域交流や体験会なども行ってい

ます。年に一度の餅つき大会では地

域の子どもたちも加わって大いに盛り

上がり、地域のつながりづくりに大きく

貢献しています。こうした取り組みか

ら、ピックルボールを始める小中学生

も増えてきています。

成田さんは「今の中学校にはピック

ルボールの部活動は在りませんが、こ

の先部活動が出来て、メジャーな競技

としていつの日か旭区からオリンピッ

ク選手がでてくれれば…」と。

想像すると楽しみになってきますね。

「活動を通じて多くの方と知り合い、

皆さんに喜んでもらえるのがとて嬉し

い」と、成田さん。世代を問わず楽しめ

るピックルボールは、地域に新しい交

流を生み出しています。

活動には毎回20人ほどが参加し、幅

広い世代でにぎわいます。この日最年長

の参加者は79歳。「ここに来るのが毎回

楽しみ」と笑顔で楽しんでおられました。

他にも「同じ趣味で人とのつながりがで

きて嬉しい」との声も多く、和やかな雰囲

気が印象的でした。

実際に体験してみると、

打ち返すのがいっぱいいっ

ぱいで普段の運動不足を

痛感しましたが、軽いラケット（正式名称

パドル）と扱いやすいボールのおかげで

初心者でもすぐにプレイ可能であると認

識。打ち返す音の爽快感はクセになるほ

どで、体を動かす機会が少ない人でも楽

しく汗を流せると感じました。

週に3日、旭中学校の体育館にて活

動している「旭ピクルス」。

ピックルボールは60年ほど前にアメ

リカで考案され、現在は世界中で人

気が高まっているスポーツです。テニ

スや卓球に似た要素があり、とても親

しみやすいのが特徴で、日本でも愛

好者が増えています。

代表の成田さんは偶然このスポーツ

を知り、その魅力に夢中になったそう

です。「アットホームに楽しむのにぴっ

たり」と考え、仲間を募って団体を設

立。1年前に「旭ピクルス」が誕生しま

した。
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